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筆
者
は
先
に
中
世
成
立
の
清
和
源
氏
系
図
と
し
て
、
九
州
探
題
渋
川
氏
の
子
孫
 
 

に
伝
来
し
た
『
渋
川
系
図
』
 
（
以
下
『
渋
川
』
と
略
）
 
の
伝
本
を
紹
介
し
、
そ
の
 
 

成
立
過
程
と
中
世
系
図
史
料
と
し
て
の
価
値
を
指
摘
し
た
が
（
1
）
、
迂
開
な
が
ら
そ
 
 

の
後
、
別
な
伝
本
及
び
関
係
系
図
が
あ
る
事
に
気
付
い
た
。
本
稿
で
は
そ
の
性
格
 
 

と
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
に
『
渋
川
』
 
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
土
岐
 
 

氏
系
図
部
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
論
じ
、
不
明
点
の
多
い
鎌
倉
末
期
。
南
北
朝
 
 

初
期
の
同
一
族
の
研
究
に
役
立
て
た
い
と
恩
ふ
。
 
 

一
、
『
諸
家
系
図
』
巻
四
十
五
所
収
「
渋
川
系
図
」
 
 

『
渋
川
』
に
は
大
き
く
冷
泉
本
と
鍋
島
本
二
系
統
の
伝
本
が
あ
り
、
後
者
の
 
 

中
、
鍋
島
文
庫
本
は
足
利
将
軍
、
九
州
探
題
渋
川
氏
部
の
一
部
を
除
き
、
系
図
の
 
 

形
態
・
筆
跡
等
が
前
者
に
ほ
ぼ
忠
実
だ
が
、
本
文
に
若
干
相
違
が
あ
り
、
ま
た
鍋
 
 

島
家
臣
と
な
つ
た
渋
川
氏
系
図
及
び
鍋
島
直
能
書
状
ま
で
一
筆
で
あ
る
事
か
ら
、
 
 

別
に
鍋
島
文
庫
本
が
依
拠
し
た
本
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
 
 
 

ま
た
渋
川
氏
の
み
を
掲
載
す
る
『
諸
家
系
図
纂
』
本
や
『
三
才
図
録
』
所
収
 
 

「
渋
川
系
」
 
（
以
下
、
『
三
才
図
録
』
本
と
略
）
 
の
鍋
島
家
臣
渋
川
氏
部
が
鍋
島
文
 
 

庫
本
よ
り
も
古
い
世
代
に
留
ま
り
、
共
通
す
る
世
代
で
も
相
違
の
あ
る
事
、
『
諸
 
 

家
系
図
纂
』
本
に
、
一
部
鍋
島
文
庫
本
よ
り
も
冷
泉
本
に
一
致
す
る
脇
書
の
あ
る
 
 

事
か
ら
、
『
諸
家
系
図
纂
』
本
や
『
三
才
図
録
』
本
は
鍋
島
文
庫
本
よ
り
の
抜
粋
 
 

で
は
な
く
、
よ
り
冷
泉
本
に
近
い
そ
れ
以
前
の
本
に
就
き
、
鍋
島
家
臣
渋
川
氏
歴
 
 

『
渋
川
系
図
』
伝
本
補
遺
、
附
土
岐
頼
貞
一
族
考
証
 
（
上
）
 
 

佐
々
木
 
紀
一
 
 
 

代
を
独
自
に
増
補
し
た
か
、
そ
の
歴
代
を
書
き
継
い
だ
鍋
島
本
の
原
本
よ
り
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
段
階
で
抜
粋
、
一
部
改
変
し
て
生
ま
れ
た
と
推
定
し
た
。
 
 
 

冷
泉
本
を
写
し
た
鍋
島
本
の
原
本
と
、
江
戸
時
代
に
そ
れ
よ
り
派
生
し
た
写
本
 
 

が
複
数
存
在
し
た
事
に
な
る
が
、
此
処
に
紹
介
す
る
『
諸
家
系
図
』
巻
四
十
五
所
 
 

収
 
「
渋
川
系
図
」
 
は
正
に
そ
の
派
生
本
で
、
且
つ
一
部
な
が
ら
鍋
島
本
の
原
本
本
 
 

文
の
復
元
に
寄
与
す
る
古
態
部
が
残
る
。
以
下
そ
の
性
質
と
成
立
を
考
察
す
る
。
 
 

前
稿
で
は
鍋
島
文
庫
本
を
以
て
鍋
島
本
と
略
し
た
が
、
同
系
統
の
系
図
が
複
数
存
 
 

在
し
、
岡
本
が
江
戸
後
期
の
写
し
で
、
後
述
す
る
様
に
改
変
箇
所
が
あ
る
事
か
 
 

ら
、
鍋
島
本
は
同
系
統
の
総
称
と
す
る
。
同
時
に
未
発
見
で
あ
る
が
冷
泉
本
を
写
 
 

し
た
最
初
の
系
図
を
鍋
島
本
原
本
と
し
、
鍋
島
文
庫
所
蔵
本
を
鍋
島
文
庫
本
と
称
 
 

す
る
。
 
 
 

『
諸
家
系
図
』
巻
四
十
五
所
収
 
「
渋
川
系
図
」
 
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
謄
 
 

写
本
で
、
同
系
図
は
全
二
十
五
冊
、
「
寒
香
園
文
庫
」
・
「
岡
谷
蔵
書
」
 
の
印
記
が
 
 

あ
る
。
現
在
は
同
所
の
網
真
で
公
開
さ
れ
、
本
奥
書
は
寛
永
十
八
年
。
十
九
年
本
 
 

奥
書
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
「
渋
川
系
図
」
 
の
内
容
は
『
渋
川
』
 
の
一
伝
本
と
し
 
 

て
良
い
。
清
和
天
皇
に
始
ま
る
源
氏
諸
流
系
図
、
開
田
氏
、
鍋
島
家
臣
渋
川
氏
よ
 
 

り
な
る
点
は
、
鍋
島
文
庫
本
に
同
じ
だ
が
、
末
尾
に
足
利
諸
一
族
の
始
祖
に
関
す
 
 

る
一
つ
書
、
後
掲
渋
川
尭
顕
子
書
上
、
明
応
九
年
足
利
義
声
御
教
書
 
（
『
三
才
図
 
 

録
』
本
で
は
渋
川
声
重
の
脇
書
に
付
さ
れ
る
）
 
が
あ
る
点
が
異
な
る
。
以
下
先
の
 
 

『
諸
家
系
図
纂
』
本
と
紛
ら
は
し
い
の
だ
が
『
諸
家
系
図
』
本
と
略
す
る
。
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と
あ
り
、
鍋
島
文
庫
本
、
及
び
『
諸
家
系
図
纂
』
本
の
鍋
島
家
臣
渋
川
系
図
で
は
 
 

な
く
、
『
三
才
図
録
』
本
の
そ
れ
（
前
稿
〔
下
〕
所
収
）
に
一
致
す
る
。
ま
た
『
三
 
 

才
図
録
』
本
独
自
の
渋
川
堯
顕
の
注
記
（
前
稿
〔
下
〕
所
収
）
 
は
、
『
諸
家
系
図
』
 
 

本
末
尾
の
一
つ
書
の
後
に
付
さ
れ
た
堯
顕
子
 
（
教
貞
か
）
 
の
書
き
上
げ
の
、
 
 
 

一
清
和
天
王
ヨ
リ
十
六
代
目
尊
氏
将
軍
之
孫
、
義
満
将
軍
之
御
代
ニ
渋
川
 
 
 

満
頼
ニ
九
州
探
題
職
初
而
被
仰
付
、
応
永
三
年
ニ
筑
前
国
ニ
罷
下
、
満
頼
ヨ
 
 

本
系
図
が
鍋
島
本
に
属
す
る
と
解
さ
れ
る
理
由
は
、
鍋
島
家
臣
渋
川
氏
の
系
図
 
 

を
持
つ
事
で
あ
る
が
、
 
 

其
後
天
正
三
年
ニ
龍
造
寺
隆
信
之
代
ニ
罷
成
候
砌
、
手
ニ
付
申
、
于
今
存
命
 
 

罷
有
候
事
 
 

顕
ヲ
相
扶
、
筑
前
ヲ
遁
出
、
有
馬
殿
ヲ
頼
申
、
肥
前
国
藤
津
郡
ニ
致
浪
人
、

戦
、
一
門
大
略
討
死
仕
候
、
其
砌
森
戸
・
板
倉
右
二
人
之
家
老
ト
モ
某
親
堯

リ
尹
繁
ニ
テ
五
代
ハ
九
州
之
致
押
、
天
文
二
年
ニ
筑
紫
殿
謀
叛
ニ
ヨ
リ
致
合

久
三
郎
 
 

と
あ
る
傍
線
部
に
近
似
す
る
。
『
三
才
図
録
』
本
は
『
諸
家
系
図
』
本
或
は
そ
の
 
 

祖
本
よ
り
抜
粋
し
、
独
自
に
人
物
、
脇
書
を
増
補
し
た
と
推
定
出
来
る
。
『
三
才
 
 

図
録
』
本
の
渋
川
氏
の
独
自
系
統
・
人
物
を
『
諸
家
系
図
』
本
は
持
た
な
い
が
、
 
 

『
三
才
図
録
』
本
の
後
補
で
あ
ら
う
。
 
 
 

『
諸
家
系
図
』
本
を
鍋
島
文
庫
本
と
比
較
す
る
に
、
後
掲
の
増
補
人
物
。
脇
書
 
 

以
外
、
収
載
人
物
は
一
致
す
る
が
、
脇
書
を
省
略
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
冷
泉
本
・
 
 

鍋
島
文
庫
本
の
形
態
を
大
き
く
崩
し
、
系
線
を
誤
り
、
ま
た
書
か
な
い
箇
所
が
あ
 
 

る
。
『
諸
家
系
図
』
本
独
自
の
記
事
は
以
下
の
通
り
 
（
網
掛
部
）
。
 
 

〈
例
一
〉
一
清
和
天
皇
 
 

（
例
二
）
 
二
 
国
房
流
 
 

（
鍋
島
文
庫
本
）
 
 
 

孫
太
郎
 
 
 
五
郎
 
 

国
経
 
－
 
貞
頼
 
 

（
鍋
島
文
本
）
 
 
 

（
略
）
 
 

清
和
天
皇
 
 

（
略
）
 
 

元
慶
四
年
十
二
月
四
日
 
 

崩
御
々
年
朴
一
 
 

奉
号
水
御
門
 
 

（
『
諸
家
系
図
』
本
）
 
 

（
略
）
 
 

∴
清
和
天
王
 
 

（
略
）
 
 

（
土
岐
）
 
 

（
『
諸
家
系
図
』
本
）
 
 

孫
太
郎
 
 

国
経
 
－
 
貞
頼
 
 

年
十
一
月
四
日
崩
御
棚
 
 

頼
為
醜
岐
奇
 
 
 

（
『
尊
卑
』
）
 
 

讃
岐
守
 
 

隠
岐
弥
太
郎
 
隠
岐
五
郎
 
 
隠
岐
弥
五
郎
 
 

国
経
 
－
 
貞
頼
 
－
 
頼
為
 
 

元
慶
四
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『
清
和
源
氏
系
図
』
 
（
続
群
書
類
従
所
収
）
 
 

刑
部
卿
 
 
 
右
馬
頭
 
 

頼
房
 
－
 
直
房
 
 

（
例
五
）
 
二
⑤
義
家
流
ア
Ⅱ
・
1
義
純
流
（
岩
松
）
 
 

（
鍋
島
文
庫
本
）
 
 

（
例
三
）
 
同
前
 
 

（
鍋
島
文
庫
本
）
 
 
 

孫
三
郎
 
 
 
左
近
蔵
人
 
 

定
行
 
－
 
頼
春
 
 

舟
木
 
 

（
例
四
）
 
二
⑤
義
家
流
ア
Ⅱ
・
1
義
民
流
A
f
 
 

（
鍋
島
文
庫
本
）
 
 

（
『
諸
家
系
図
』
本
）
 
 

中
務
大
夫
 
 

中
務
太
郎
 
 

右
馬
頭
 
 

（
『
尊
卑
』
）
 
 
 

隠
岐
孫
三
郎
 
 

従
五
位
下
 
右
衛
門
 
 

右
近
将
監
 
蔵
人
 
 

頼
房
 
 

頼
房
 
 

母
定
規
同
 
 

－
久
 
 

頼
重
 
 

左
近
蔵
人
 
 

蔵
人
 
 

左
将
監
 
 

孫
十
（
三
）
郎
 
 

（
『
諸
家
系
図
』
本
）
 
 

孫
三
郎
 
 

一
．
】
．
書
．
ゴ
ー
t
ト
■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横
夏
 
 

（
『
諸
家
系
図
』
本
）
 
 

右
馬
頭
 
 

頼
夏
 
 「

石
塔
」
 
 
 

（
『
尊
卑
』
）
 
 

中
務
大
甫
 
 

右
馬
頭
 
左
馬
助
 
 

頼
房
 
 

父
義
絶
云
々
 
 

中
務
大
甫
 
改
忠
－
 
 

直
房
 
 

三
川
守
早
世
 
 

頼
世
 
 

厳
密
に
言
っ
て
不
明
で
あ
る
。
 
 

長
禄
元
年
六
月
廿
三
日
、
渋
川
左
衛
門
佐
義
鏡
を
大
将
と
し
て
武
蔵
国
へ
被
 
 

指
下
、
是
は
公
方
の
近
親
に
て
代
々
九
州
探
題
の
家
な
れ
ば
、
諸
家
も
お
も
 
 
 

と
し
て
、
『
諸
家
系
図
』
本
は
長
禄
元
年
 
（
一
四
五
七
）
 
 

助
け
た
渋
川
義
鏡
親
子
を
満
頼
子
に
釣
る
事
で
あ
る
（
3
）
。
 
 

望童奪 努袋蔑蛮   

蘇  

と
あ
る
通
り
だ
が
、
 
 

聯
か
問
題
が
有
る
の
は
、
 
 

（
例
六
）
 
二
⑤
義
家
流
ア
Ⅱ
・
1
A
b
 
「
渋
川
」
 
 

（
冷
泉
本
）
 
（
鍋
島
文
庫
本
）
 
（
『
諸
家
系
図
纂
』
本
）
 
（
『
諸
家
系
図
』
本
）
 
 

田
村
太
郎
 
 

頼
兼
－
 
 

（
『
尊
卑
』
）
 
 
 

村
田
太
郎
 
 

頼
兼
－
 
 

同
又
太
郎
 
 

頼
綱
 
 

三
郎
 
 
 

経
 
 こ

れ
を
『
諸
家
系
図
』
本
の
増
補
と
見
て
不
都
合
は
な
い
。
 
 

田
村
太
郎
 
 

頼
兼
－
 
 

（
長
楽
寺
本
）
〈
2
）
 
 

村
田
太
郎
頼
兼
 
 

氏
重
丹
波
守
七
郎
 
 示
 

三
郎
 
 

頼
経
 
 

孫
太
郎
満
兼
 
 

太
郎
次
郎
頼
綱
 
 

三
郎
氏
兼
 
 

五
郎
氏
頼
 
 

誓
紙
 
 
 

次
男
 
 

氏
重
丹
等
 
 

よ
り
掘
越
公
方
政
知
を
 
 

し
か
し
義
鏡
の
出
自
は
 
 

養
子
 
 

義
発
姦
閂
佐
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き
事
に
お
も
ひ
け
る
う
へ
、
祖
父
左
衛
門
佐
義
行
は
久
鋪
武
蔵
の
国
司
に
て

 
あ
り
、
其
時
よ
り
足
立
郡
に
蕨
と
云
所
を
取
立
、
居
城
に
し
て
今
に
至
ま
で
、

 
此
所
を
知
行
し
け
れ
ば
、
旁
此
仁
可
然
と
て
義
鏡
を
探
題
に
な
し
た
ま
ひ

 
（
『
鎌
倉
大
草
子
』
群
書
類
従
）

 

と
あ
り
、
義
行
の
孫
と
す
る
の
は
、
世
代
的
に
『
諸
家
系
図
』
本
と
合
致
し
、
『
清

 
和
源
氏
系
図
』
も
、

 

満
頼

 

俊
詮

 

義
種

 

義
鏡

義
堯

 

氏
重

 
義
俊

 

満
持

 

義
佐

義
継

 

と
し
て
満
頼
子
と
す
る
。
一
方
で
『
系
図
纂
要
』
「
清
和
源
氏
十
三
」
（
４
）
に
は
、

 

満
頼

 

義
俊

義
鏡

 

義
堯

 

義
基

 

俊
詮

 

義
種

 

頼
重

 

と
義
俊
の
子
と
し
て
一
代
代
数
が
下
が
る
。
『
渋
川
』
に
よ
れ
ば
、
満
頼
が
（
一
三

 
七
三
～
一
四
四
六
）
、
義
俊
（
一
四
〇
一
～
一
四
三
四
）
と
な
り
、
両
者
い
ず
れ

 
の
子
と
し
て
も
可
で
あ
る
。
ま
た
義
行
（
５
）

、
満
頼
（
６
）

の
官
途
が
右
兵
衛
佐
で
あ
り
、

 
義
鏡
の
そ
れ
と
一
致
す
る
点
（
７
）

か
ら
も
満
頼
子
孫
と
し
て
不
都
合
は
な
い
（
８
）

。

さ
う
す
る
と
『
渋
川
』
が
義
鏡
を
掲
載
し
な
い
の
が
不
審
で
あ
る
が
、
在
京
出
生

 
 の

為
で
あ
ら
う
か
（
９
）

。

 

仮
に
こ
の
想
定
が
正
し
い
と
し
て
も
『
諸
家
系
図
』
本
の
義
鏡
掲
載
が
古
態
で

 は
な
い
。
『
諸
家
系
図
』
本
は
義
鏡
に
「
次
郎
」
・
「
嫡
男
御
出
家
」
の
脇
書
を
付

 
す
が
、
鍋
島
文
庫
本
・
『
諸
家
系
図
纂
』
本
で
は
「
次
郎
」
を
義
俊
の
脇
書
と
し
、

 
「
嫡
男
御
出
家
」
を
別
人
と
す
る
。
こ
れ
で
は
義
俊
の
兄
に
出
家
し
た
嫡
男
某
が

 
存
在
し
た
戸
と
な
る
。
然
る
に
冷
泉
本
で
は
「
出
家
」
・
「
嫡
男
」
は
小
書
で
、
こ

 
れ
が
義
俊
の
左
脇
書
で
あ
る
か
、
冷
泉
本
を
見
る
限
り
曖
昧
で
断
定
で
き
な
い
が
、

 
七
郎
氏
重
が
「
次
男
」
で
あ
る
以
上
、
嫡
男
が
別
に
存
在
し
た
と
す
る
と
、
満
頼

 
の
跡
を
継
ぎ
九
州
探
題
と
な
つ
た
義
俊
の
兄
弟
順
が
不
明
と
な
る
不
都
合
が
生
じ

 
る
。

 

さ
れ
ば
「
出
家
」
・
「
嫡
男
」
は
義
俊
の
脇
書
で
、
そ
れ
を
誤
解
し
、
嫡
男
を
別

 に
立
て
た
の
が
鍋
島
本
の
原
本
で
、
鍋
島
文
庫
本
・
『
諸
家
系
図
纂
』
本
は
そ
れ

 
を
踏
襲
し
た
と
推
定
す
る
が
、
『
諸
家
系
図
』
本
は
更
に
義
鏡
を
、
そ
の
「
嫡
男
」

 
に
宛
て
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
時
期
は
被
官
の
板
倉
氏
を
義
鏡
子
に
釣
る
事
か

 
ら
し
て
も
近
世
大
名
板
倉
氏
の
系
譜
伝
承
を
採
り
込
ん
だ
も
の
で
、
近
世
以
降
の

 
増
補
と
推
定
さ
れ
る
（
１
０
）

。

 

一
方
で
『
諸
家
系
図
』
本
が
鍋
島
文
庫
本
と
比
較
し
て
、
冷
泉
本
に
近
く
、
古

 態
を
残
し
て
ゐ
る
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
即
ち
足
利
将
軍
系
図
部
で
、

 

〈
例
七
〉
二
⑤
義
家
流
ア
Ⅱ
i
A
a
「
足
利
将
軍
」

 

義
教

 と
あ
り
、
義
勝
の
諱
を
記
さ
な
い
点
、
前
稿
（
上
）
で
冷
泉
本
と
鍋
島
文
庫
本
の
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当
該
箇
所
を
掲
載
し
た
通
り
、
冷
泉
本
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
前
 
 

稿
 
（
上
）
 
注
 
（
1
5
）
 
に
掲
載
し
た
が
、
『
諸
家
系
図
』
本
が
、
 
 

（
例
八
）
 
二
⑤
ア
Ⅰ
 
 

三
川
守
 
 
 

次
郎
 
 

義
季
 
 
－
 
 
頬
氏
 
 

号
世
良
田
 
 
 

と
、
義
季
に
世
良
田
の
名
字
を
付
す
点
、
冷
泉
本
に
一
致
し
、
古
態
を
残
す
点
と
 
 

考
へ
ら
れ
る
。
 
 
 

『
諸
家
系
図
』
本
は
脇
書
を
多
く
省
略
す
る
所
が
あ
り
、
冷
泉
本
。
鍋
島
文
庫
 
 

本
に
比
し
て
源
氏
系
図
と
し
て
の
価
値
は
造
か
に
劣
る
が
、
鍋
島
本
系
統
諸
系
図
 
 

の
成
立
を
考
へ
る
上
で
、
逸
す
る
事
の
出
来
な
い
伝
本
で
あ
る
。
 
 

三
、
『
浅
羽
本
系
図
』
 
四
「
豊
嶋
系
図
」
と
『
渋
川
系
図
』
 
 

『
渋
川
』
に
近
似
す
る
今
一
つ
の
系
図
が
浅
羽
本
「
土
岐
系
図
」
 
で
あ
る
。
此
 
 

処
で
も
紛
ら
は
し
い
の
だ
が
、
先
稿
で
浅
羽
本
と
し
た
の
は
続
辞
書
類
従
所
収
 
 

で
、
現
存
浅
羽
本
に
は
一
致
せ
ず
 
（
『
群
書
解
題
』
）
、
寧
ろ
『
諸
家
系
図
纂
』
所
 
 

収
に
一
致
す
る
 
「
土
岐
系
図
」
 
で
あ
つ
た
が
、
本
稿
で
は
『
浅
羽
本
系
図
』
四
所
 
 

収
の
系
図
（
1
1
〉
を
浅
羽
本
と
し
、
続
群
書
類
従
本
は
土
岐
系
図
甲
本
と
す
る
。
 
 
 

浅
羽
本
は
清
和
天
皇
に
始
ま
り
、
主
に
土
岐
光
定
。
頼
貞
一
族
を
載
せ
、
美
濃
 
 

守
護
家
は
旗
本
と
な
つ
た
頼
元
ま
で
〈
守
 
土
岐
山
城
守
流
は
出
羽
上
山
藩
主
頼
稔
 
 

（
一
六
九
五
～
一
七
四
四
）
 
ま
で
を
吊
る
系
図
で
、
総
合
的
な
清
和
源
氏
系
図
で
 
 

は
な
い
。
近
世
大
名
大
河
内
氏
。
太
田
氏
の
初
代
が
頼
政
流
に
釣
ら
れ
る
事
か
ら
 
 

見
て
も
現
在
の
系
図
の
最
終
的
成
立
は
近
世
初
期
以
降
に
下
る
。
清
和
天
皇
よ
り
 
 

満
仲
ま
で
は
単
線
で
、
頼
光
の
他
の
兄
弟
は
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
子
孫
は
掲
載
 
 

さ
れ
な
い
。
頼
光
流
は
、
土
岐
氏
以
外
は
後
掲
す
る
如
く
若
干
の
系
統
を
載
せ
る
 
 

の
み
で
あ
る
が
、
『
渋
川
』
に
特
徴
的
な
系
統
・
人
物
を
浅
羽
本
が
共
有
す
る
。
 
 

（
例
九
）
 
（
浅
羽
本
）
 
 

（
略
）
 
 

（
略
）
 
 

『
渋
川
』
 
二
①
頼
綱
流
「
多
田
」
 
 

母
武
蔵
守
 
 
 

藤
原
定
雅
女
 
 

（
略
）
 
 

頼
綱
 
－
 
明
国
 
 

下
野
守
 
 

従
四
上
 
 

使
 
 

頼
綱
 
 

仲
政
 
－
 
（
略
）
 
 

皇
裏
門
院
蔵
人
 
 

多
田
三
郎
 
 

高
頼
－
 
 

号
多
田
蔵
人
 
 

従
五
位
下
 
 

六
条
院
蔵
人
 
 

行
網
 
 

行
想
 
 

定
綱
判
宮
代
 
 

正
五
位
下
 
 

豊
後
守
 
 

頼
盛
 
 

摂
津
守
 
 

従
五
下
 
 

判
官
代
 
 

資
国
 
 

行
盛
 
－
 
行
氏
 
 

蔵
人
出
家
 
 

土
御
門
院
蔵
人
 
 

故
国
 
 
 

刑
部
権
少
輔
 
 

行
良
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は
先
稿
（
下
）
 
に
指
摘
し
た
が
、
管
見
で
は
『
渋
川
』
 
の
み
に
見
え
る
。
 
 
 

次
に
土
岐
氏
部
分
は
不
審
な
事
に
、
同
人
が
重
出
し
 
（
頼
藤
と
頼
宗
、
頼
命
と
 
 

頼
基
）
、
ま
た
脇
書
が
別
人
に
付
く
所
（
頼
永
の
 
「
明
智
下
野
入
道
」
）
が
あ
り
、
 
 

一
族
の
関
係
も
大
き
く
崩
れ
て
ゐ
る
が
、
『
渋
川
』
 
の
記
載
人
物
を
共
有
し
、
特
 
 

に
そ
の
独
自
人
物
を
浅
羽
本
が
持
つ
。
 
 

（
例
十
二
）
 
（
浅
羽
本
）
 
 

と
あ
る
基
国
の
家
系
も
一
致
す
る
。
但
し
両
方
と
も
官
職
・
呼
称
が
異
な
る
が
、
 
 

（
例
十
こ
 
（
浅
羽
本
）
 
 

と
あ
る
が
、
両
系
図
は
数
あ
る
一
族
の
中
で
、
行
盛
子
孫
、
高
頼
－
資
国
－
政
国
 
 

の
み
を
掲
出
す
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
 
 

（
例
十
）
 
（
浅
羽
本
）
 
 

光
義
 
 
－
 
 
光
家
 
 

手
渡
田
御
曹
司
 
 

基
国
－
 
 

三
郎
左
衛
門
尉
 
 

出
羽
先
生
 
 

判
官
代
 
 

探
柄
三
郎
 
 

平
島
大
郎
蔵
人
 
 

下
野
守
 
 

惟
光
 
 左

衛
門
尉
 
 

行
時
 
 

『
渋
川
』
 
二
①
頼
資
流
「
深
栖
」
 
 

旋
 
 

号
波
田
御
曹
司
 
 

基
国
 
－
 
 

母
駿
河
国
住
人
 
 

船
越
権
守
 
 

清
定
女
 
 

深
栖
三
郎
 
 

松
崎
次
郎
 
 

重
清
 
 

母
相
模
国
住
人
 
 

森
出
羽
先
生
女
 
 

従
五
位
下
左
衛
門
尉
任
伊
豆
守
伊
賀
守
 
 

三
郎
左
衛
門
尉
従
五
位
上
美
濃
守
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十
郎
従
五
位
下
伯
著
守
存
考
入
道
 
 

母
北
条
相
模
守
平
貞
時
女
暦
応
二
年
二
月
升
二
日
卒
号
建
林
寺
 
 

孫
八
郎
 
 

兵
庫
頭
法
名
周
清
 
 

六
郎
民
部
少
輔
 
 

頼
実
七
郎
京
都
合
戦
討
亮
 
 

悪
五
郎
 
 

康
貞
 
 

刑
部
少
輔
大
善
大
夫
禅
忠
入
道
 
 

「
那
 
 

頼
夏
上
総
介
 
 
 

初
頼
益
池
田
左
京
大
夫
 
 

頼
連
 
 

兵
部
少
輔
右
馬
頭
 
 

氏
光
仁
木
裏
大
夫
義
長
慧
子
 
 

直
頼
土
岐
近
江
守
後
考
外
山
 
 

光
正
今
叢
河
守
 
 

光
明
外
山
遠
江
守
 
 

出
羽
守
 
延
元
年
正
月
奉
随
 
 

楓
画
 
一
雷
務
卿
親
王
新
田
 
 

之
一
族
共
北
国
下
向
 
 

原
蜂
谷
祖
 
 

定
経
遠
江
寺
 
 

大
勝
大
夫
 
 

康
行
 
 
 

島
田
伊
豆
守
 
 

満
貞
 
 

大
系
図
』
（
ほ
）
で
あ
る
。
『
渋
川
』
当
該
部
は
本
稿
（
下
）
 
に
掲
載
す
る
が
〈
等
 
徳
 
 

山
本
大
系
図
を
見
る
に
、
 
 

（
例
十
三
）
 
 

そ
の
教
国
・
光
時
流
を
持
つ
の
は
他
に
 
 

彦
九
郎
従
五
位
下
民
部
少
輔
 
 

頼
量
 
－
 
（
略
）
 
 

法
名
浄
栄
 
 

従
五
位
下
下
野
守
 
 

頼
高
法
名
浄
彼
 
 

従
五
位
下
乗
漁
守
 
 

頼
助
不
存
入
道
 
 

笠
毛
四
郎
 
 

光
教
 
－
 
 

改
名
光
時
 
 

大
高
伊
予
守
改
土
岐
宮
内
少
輔
 
 

建
武
三
年
於
讃
州
高
松
討
死
 
 

阿
波
三
郎
 
 

阿
波
五
郎
太
郎
 
 

土
岐
四
郎
太
郎
 
 

華
革
．
．
．
」
 
 三

郎
左
京
大
夫
美
濃
守
 
 

頼
益
 
－
 
（
略
）
 
 

応
永
升
一
年
四
月
四
日
死
興
善
院
常
保
 
 
 

頼
長
徳
山
祖
 
 

『
渋
川
』
と
徳
山
ひ
さ
氏
蔵
 
 

頼
永
土
岐
孫
二
郎
 
 

頼
幸
土
妓
孫
四
郎
 
 

頼
重
土
岐
孫
五
郎
 
 

土
岐
左
近
大
夫
 
 

頼
教
父
一
所
二
討
死
 
 

朝
直
筆
太
郎
 
 

光
直
飛
田
伊
豆
守
 
 
 

『
土
岐
家
伝
 
3
3
．
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の
内
、
顕
綱
の
脇
書
は
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
丁
四
坤
「
大
河
内
」
〈
ほ
〉
に
ほ
ぼ
一
 
 

致
す
る
が
、
重
広
。
成
実
流
が
独
自
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

と
あ
り
、
『
渋
川
』
が
囲
み
の
厳
定
を
 
「
教
定
」
 
と
す
る
点
、
浅
羽
本
は
徳
山
本
 
 

大
系
図
に
一
致
す
る
 
（
教
長
の
戦
死
を
建
武
五
年
と
す
る
点
も
同
じ
。
『
渋
川
』
 
 

は
 
「
建
武
三
」
）
。
一
方
で
波
線
の
九
郎
頼
命
を
共
有
す
る
の
は
『
渋
川
』
 
の
み
で
 
 

あ
る
 
（
徳
山
本
大
系
図
は
 
「
八
郎
頼
命
」
）
。
ま
た
徳
山
本
大
系
図
は
他
の
清
和
源
 
 

氏
諸
流
を
載
せ
ず
、
且
つ
そ
の
他
の
 
『
渋
川
』
土
岐
氏
部
の
独
自
点
と
一
致
し
な
 
 

い
か
ら
、
浅
羽
本
は
徳
山
本
大
系
図
よ
り
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
浅
羽
本
を
 
 

遡
る
伝
本
よ
り
、
徳
山
本
大
系
図
が
前
掲
の
教
国
。
光
時
流
を
取
り
入
れ
た
と
推
 
 

定
す
る
。
 
 
 

浅
羽
本
に
は
『
渋
川
』
に
は
な
い
頼
国
諸
子
の
子
孫
の
系
統
が
釣
ら
れ
る
。
さ
 
 

れ
ば
先
稿
で
『
渋
川
』
と
『
尊
卑
』
他
の
系
図
の
一
致
か
ら
、
古
態
『
尊
卑
』
と
 
 

云
ふ
べ
き
広
本
的
な
源
氏
系
図
の
先
行
を
想
定
し
た
が
、
浅
羽
本
を
遡
る
伝
本
が
 
 

『
渋
川
』
 
で
は
な
く
、
『
渋
川
』
に
先
立
つ
広
本
源
氏
系
図
で
あ
る
可
能
性
が
考
 
 

慮
さ
れ
る
。
例
へ
ば
浅
羽
本
に
あ
り
、
『
渋
川
』
。
『
尊
卑
』
他
に
見
え
な
い
独
自
 
 

の
記
載
は
、
以
下
の
通
り
。
 
 

（
例
十
四
）
 
 
 

兼
綱
 
 

重
広
兵
衛
蔵
人
 
 

刑
部
少
輸
 
 

左
衛
門
 
 

成
実
 
 
－
 
 
成
家
 
 

顕
綱
大
河
内
粗
大
河
内
漁
太
 
 

父
討
死
之
時
三
歳
母
抱
之
走
尾
州
 
 

中
島
後
移
三
州
額
田
那
居
大
河
内
 
 

成
長
之
後
仕
足
利
左
馬
頭
義
氏
 
 

「
表
佐
 
 
大
嶋
 
 

し
か
し
浅
羽
本
は
、
管
見
に
入
っ
た
総
合
的
清
和
源
氏
系
図
 
（
『
渋
川
』
。
北
酒
 
 

出
本
『
源
氏
系
図
』
・
長
楽
寺
本
『
源
氏
系
図
』
・
『
古
系
図
集
』
。
『
帝
皇
系
図
』
。
 
 

『
清
和
源
氏
系
図
』
）
（
哲
よ
り
も
掲
載
人
物
。
脇
書
と
も
に
『
尊
卑
』
に
一
致
す
る
 
 

所
が
多
く
、
且
つ
粗
雑
で
あ
る
。
 
 

（
『
尊
卑
』
関
係
部
分
の
み
略
記
）
 
 

滋
せ
嵩
 
従
五
下
 
 
陽
明
門
院
蔵
人
 
 
文
章
生
従
五
下
 
 

小
一
粂
院
判
宮
代
 
 
縫
穀
助
 
 

執
解
繭
判
苦
 
 

（
例
十
五
）
 
（
浅
羽
本
、
 
 

蔵
従
五
下
 
 

位
左
梅
門
尉
 
 

頼
実
 
 

母
播
磨
守
信
理
女
 
 

（
略
）
 
 

国
房
 
－
 
（
略
）
 
 

讃
岐
守
 
 

頼
実
校
友
衡
簡
潔
従
四
竿
 
 

信
濃
守
従
五
位
上
 
 

越
後
守
土
佐
守
 
 

雄
麟
 
 

家
光
」
 
 

伯
看
守
 
 

家
光
 
 
－
 
 
浮
国
 
 

行
実
 
 

国
 
 

■
－
－
ト
L
へ
 
J
一
－
ユ
「
」
7
 
 

」
 
 

傍
線
が
『
渋
川
』
に
掲
載
さ
れ
る
人
物
）
 
 

勘
解
由
次
官
 
 

斐
緩
鰊
 
 

時
光
 
－
 
 

国
光
門
跡
判
官
 
 

備
後
守
 
 

行
光
 
－
 
 

伊
賀
守
 
 

光
行
 
 

正
五
位
下
 
 

夢
河
守
 
 

雅
行
・
 
 

坂
来
合
戦
討
死
 
 

上
西
門
院
判
宮
代
 
 

国
光
 
 

主
殿
助
輩
前
謙
 
 

右
馬
助
従
五
下
 
 

時
光
 
－
 
 
 

大
官
七
郎
伊
賀
守
 
従
四
位
下
商
議
頭
 
 

行
頼
 
 

玄
暮
助
 
 

時
国
 
 

皇
后
宮
大
丞
 
 

雅
頼
－
 
 

右
近
将
監
 
 

観
光
 
 

国
行
 
 

揃
滋
議
 
 

頼
俊
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即
ち
『
渋
川
』
は
浅
羽
本
の
傍
線
の
人
物
し
か
掲
載
し
な
い
。
ま
た
浅
羽
本
の
 
 

網
懸
部
は
『
尊
卑
』
 
の
そ
れ
と
共
通
し
、
端
的
に
『
尊
卑
』
を
利
用
し
た
可
能
性
 
 

を
考
慮
出
来
る
。
厳
密
に
こ
れ
を
論
証
出
来
な
い
が
、
最
終
的
成
立
が
近
世
に
下
 
 

が
る
事
を
考
慮
し
て
、
浅
羽
本
「
土
岐
系
図
」
 
の
原
本
は
、
『
渋
川
』
 
の
土
岐
氏
 
 

を
中
心
と
し
た
頼
光
流
に
、
『
尊
卑
』
に
極
め
て
近
い
系
図
を
併
せ
て
成
立
し
た
 
 

も
の
と
推
定
す
る
。
更
に
原
本
よ
り
浅
羽
本
に
至
る
過
程
で
、
『
太
平
記
』
 
の
記
 
 

事
（
前
掲
の
土
岐
氏
系
図
部
の
破
線
）
（
1
7
）
や
、
土
岐
一
族
（
二
重
線
の
七
郎
頼
実
）
 
 

を
増
補
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
最
終
記
事
が
近
世
に
下
が
る
徳
山
本
大
系
図
 
 

は
、
浅
羽
本
が
崩
れ
る
以
前
の
伝
本
よ
り
、
教
国
・
光
時
流
を
取
り
入
れ
た
と
考
 
 

へ
ら
れ
る
。
 
 

三
、
南
北
朝
時
代
土
岐
頼
貞
則
族
の
混
乱
と
『
尊
卑
』
 
の
諸
問
題
 
 

美
濃
源
氏
が
平
治
の
乱
、
治
承
寿
永
の
乱
で
打
撃
を
受
け
た
後
、
土
岐
光
行
が
 
 

備
前
土
佐
蔓
 
 

蔵
春
宵
大
進
常
陸
介
 
 

使
左
様
門
尉
従
四
上
 
 

従
五
下
 
 

中
醸
丞
 
 

従
四
上
 
 

備
前
能
登
胎
穏
（
榛
）
守
 
 

使
蔵
人
左
衛
門
尉
 
 

雅
楽
助
 
 

仲
基
 
 

満
隆
 
 」
＝
 
 

従
五
下
 
 

但
馬
等
 
 

経
光
・
 
 
 

大
監
物
 
 

光
国
 
 

従
五
上
 
 

下
野
守
 
 

肥
後
権
守
 
 

蔵
人
式
部
丞
 
 

顕
行
 
－
 
 
 

耕
銃
器
従
五
下
 
 

大
勝
亮
左
馬
助
 
 

蔵
左
兵
尉
右
馬
允
 
 

従
五
下
 
 

三
川
守
 
 

蔵
修
理
亮
 
 

使
左
衛
門
尉
 
 

雅
行
－
 
 

上
西
門
院
殺
人
 
 

号
福
嶋
蔵
人
 
 

隆
綱
突
老
翁
睦
子
普
掌
 
 

従
四
上
 
 

皇
嘉
門
院
判
官
代
 
 

太
皇
太
后
官
権
大
進
 
 

但
馬
守
 
 

大
宮
大
進
従
五
下
 
 

使
左
稀
門
尉
 
 

惟
頼
 
－
 
 

簡
裁
権
薗
従
四
上
 
 

上
西
門
院
判
官
代
 
 

太
皇
太
后
官
権
大
進
 
 

蔵
人
右
馬
助
 
 

国
行
 
 

従
五
下
 
 

宿
乃
（
樺
）
守
 
 

但
馬
守
 
 

大
勝
亮
 
 

頼
俊
 
 

鎌
倉
時
代
御
家
人
の
地
位
を
得
て
、
御
家
人
土
岐
氏
が
成
立
し
た
と
解
さ
れ
る
が
 
 

（
竿
 
鎌
倉
末
期
に
伯
者
前
司
頼
貞
が
登
場
す
る
ま
で
、
関
係
記
録
。
文
書
が
殆
ど
 
 

残
ら
な
い
為
、
『
尊
卑
』
以
外
の
基
本
的
な
事
績
が
不
明
と
云
は
ぎ
る
を
得
な
か
 
 

っ
た
。
更
に
南
北
朝
の
動
乱
期
に
活
躍
し
た
頼
貞
の
兄
弟
子
弟
に
関
す
る
史
料
。
 
 

『
太
平
記
』
に
は
混
乱
が
あ
り
、
そ
の
考
証
に
利
用
さ
れ
て
来
た
『
尊
卑
』
 
の
土
 
 

岐
氏
系
図
も
、
史
料
と
一
致
す
る
例
も
あ
り
無
価
値
で
は
な
い
が
（
1
9
）
、
不
審
点
が
 
 

多
々
あ
り
、
混
乱
の
解
決
に
な
ら
な
い
。
以
下
、
二
三
、
問
題
を
挙
げ
る
。
 
 
 

正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
 
九
月
、
後
醍
醐
天
皇
の
御
謀
叛
に
方
人
し
た
と
し
て
、
 
 

討
伐
を
受
け
た
の
が
土
岐
伯
者
十
郎
で
あ
る
が
、
そ
の
密
告
者
土
岐
左
近
蔵
人
の
 
 

諦
共
々
、
諸
史
料
で
一
致
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
両
人
の
間
で
入
れ
替
は
り
も
し
 
 

て
ゐ
る
。
『
太
平
記
』
諸
本
（
2
。
）
を
見
る
に
、
 
 

松
井
本
 
 

嶋
津
本
 
 

竹
中
本
 
 

今
川
本
 
 

吉
川
本
 
 

米
沢
本
 
 

神
田
本
 
 

西
源
院
本
 
 

神
宮
徴
古
館
本
 
 

玄
玖
本
 
 

伯
者
十
郎
 
 

有
イ
 
頼
時
 
 

頼
時
 
 

明
 
頼
員
。
頼
貞
 
 

頼
時
・
頼
有
 
 

胤
カ
ス
 
 

時
イ
 
頼
有
 
 

頼
貞
。
頼
有
 
 

欠
巻
 
 

頼
時
 
 

頼
貞
 
 

頼
有
 
 

頼
員
 
 

頼
員
 
 

欠
巻
 
（
宝
徳
本
・
南
都
本
・
京
大
本
）
 
 

頼
貞
。
頼
直
 
 

カ
ス
 
 

頼
員
 
 

頼
員
 
（
学
習
院
大
本
）
 
 
 

カ
ス
 
頼
員
 
 

頼
員
 
 

カ
ス
 
 

頼
貞
 
 

左
近
蔵
人
 
 

－
数
イ
 
 

ー
直
イ
玄
欺
 
 

サ
ネ
 
 

頼
貞
・
頼
実
 
 

（
神
宮
文
庫
本
・
武
田
本
）
〈
2
1
〉
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で
あ
り
、
後
世
の
史
書
で
は
伯
著
十
郎
を
『
保
暦
間
記
』
（
2
3
）
が
頼
時
と
し
、
『
鎌
倉
 
 

大
日
記
』
正
中
元
年
条
で
は
 
（
増
補
続
史
料
大
成
）
、
 
 

後
醍
醐
帝
連
年
欲
鎌
倉
滅
、
九
月
土
岐
頼
員
告
密
謀
於
範
貞
、
範
貞
使
兵
殺
 
 

土
岐
頼
貞
多
治
見
国
長
 
 

と
、
左
近
蔵
人
を
頼
員
と
し
、
十
郎
を
頼
貞
と
す
る
。
 
 
 

こ
の
様
に
伯
者
十
郎
に
頼
時
・
頼
貞
・
頼
員
・
頼
有
・
頼
明
、
左
近
蔵
人
に
頼
 
 

貞
・
頼
員
・
頼
直
・
頼
真
・
頼
玄
と
区
々
で
あ
る
。
土
岐
伯
香
入
道
の
誇
が
頼
貞
 
 

で
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
 
二
月
に
六
十
九
歳
で
没
し
た
事
が
分
か
り
垂
、
両
 
 

人
に
頼
貞
を
宛
て
る
の
は
、
頼
員
・
頼
真
の
誤
り
と
見
て
良
い
が
、
さ
う
だ
と
し
 
 

て
そ
れ
以
上
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
そ
の
比
定
に
利
用
さ
れ
て
き
た
『
尊
卑
』
を
見
る
に
（
竿
 
 

（
例
十
六
）
 
 

益
田
本
 
 

梵
舜
本
 
 

古
活
字
本
 
 

天
正
本
 
 

教
運
本
 
 

『
神
明
鏡
』
 
 

左
衛
門
蔵
人
、
歳
入
従
五
下
、
土
岐
ホ
太
郎
 
左
衛
門
尉
 
 

頼
直
家
系
図
為
顛
連
用
雀
弟
 
 
 

僧
妙
光
是
也
、
土
岐
二
郎
 
 

高
頼
 
 

－
－
－
遁
世
妙
光
 
 
 

宮
内
卿
律
師
 
 

道
謙
 
 

母
同
頼
直
 
 欠

丁
 
 

頼
時
 
 

頼
貞
 
 

頼
員
 
 

頼
時
 
 

ナ
シ
 
 

頼
数
 
 

頼
員
 
 

頼
員
（
筑
波
大
本
・
中
京
大
本
）
 
 

頼
直
 
（
野
尻
本
）
 
 

頼
直
 
（
竜
谷
大
本
）
 
 

頼
貞
垂
 
 

席
亭
事
、
後
醍
醐
院
依
御
隠
謀
、
蒙
宣
旨
奉
与
同
之
後
、
語
妻
女
令
告
武
家
之
仁
也
、
敏
之
抱
御
隠
謀
 
 

露
顕
了
 
 

と
あ
り
、
伯
者
十
郎
に
頼
兼
、
左
近
蔵
人
に
は
舟
木
頼
春
を
宛
て
る
脇
善
が
あ
る
。
 
 
 

頼
重
 
－
 
頼
春
 
 

隠
岐
孫
三
郎
 
 

兵
庫
頭
土
岐
弥
十
郎
 
 

頼
明
 
 
 

達
世
号
周
済
房
 
 

女
子
刑
禁
裏
鹿
妻
 
 

頼
春
草
、
就
新
田
義
貞
以
下
追
討
事
、
在
山
城
国
軍
勢
等
、
為
 
 

大
将
軍
可
誅
伐
之
旨
自
等
持
院
滞
積
国
、
建
武
三
年
九
月
十
七
日
 
 

左
近
歳
入
蔵
人
左
将
監
孫
十
（
三
）
郎
 
蒙
台
命
此
時
牌
錦
袴
 
 

元
享
年
中
、
奉
与
後
醍
醐
院
御
隠
謀
為
其
最
之
由
露
顕
、
 
 

土
岐
十
郎
 
 

源
大
夫
従
五
下
土
岐
十
郎
太
郎
 
 

土
岐
九
郎
 
 

彦
九
郎
 
 

頼
基
1
頼
重
 
 

蔵
人
、
右
衛
門
尉
、
土
岐
四
郎
 
 

頼
衡
ま
名
土
用
王
 
 
 

墨
俣
八
郎
、
出
家
後
号
兵
部
卿
律
師
 
 

周
雀
 
 
窯
慧
壷
給
大
書
命
発
向
信
州
漁
州
菅
生
寺
 
 

暦
応
三
年
九
月
一
日
籠
願
書
干
今
有
之
 
 
 

土
岐
六
郎
 
 

頼
清
 
 

奉
－
宗
、
又
－
藤
、
以
家
系
図
考
之
、
頼
宗
為
実
名
、
蓋
屡
改
名
乎
、
披
召
日
伊
与
国
赴
洛
、
犯
暑
 
 

兼
程
日
夜
馳
参
途
中
而
感
痢
疾
於
摂
州
芥
河
六
月
一
日
卒
 
 

薄
正
少
弼
、
蔵
人
左
将
監
、
土
岐
七
郎
 
 

頼
遠
 
 
 

摂
津
守
、
（
従
五
下
）
土
岐
八
郎
 
 

仲
 
 

【
頼
里
莞
蔵
人
、
慧
三
年
五
月
討
死
】
 
 

頼
兼
 
 
－
 
 
頼
古
 
 頼

夏
 
 

《
明
地
彦
六
 
 

《
頼
秀
・
 
 

仇
為
六
波
羅
下
知
、
山
本
九
郎
時
綱
討
之
 
 

明
地
美
乃
》
 
 

・
頼
高
》
 
 

土
岐
十
郎
二
郎
蔵
人
左
兵
衛
尉
 
 

頼
孝
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り
、
頼
貞
比
定
の
両
説
を
併
存
し
て
ゐ
る
。
 
 蔵
人
号
気
良
 
土
岐
伯
著
十
郎
 
 

（
例
十
七
）
 
『
尊
卑
』
 
 

本
国
数
茎
 
 
 

［
…
門
銅
…
－
国
民
よ
成
－
那
 
 
 

こ
の
中
世
以
降
の
史
料
・
史
書
間
の
相
違
を
整
理
し
、
特
定
を
試
み
た
の
が
平
 
 

田
俊
春
氏
で
、
『
花
園
院
展
記
』
九
月
十
九
日
条
（
増
補
史
料
大
成
）
 
に
、
 
 

兼
欺
 
 

A
事
之
根
元
者
、
土
岐
左
近
蔵
人
源
頼
員
、
日
来
自
禁
裏
被
語
仰
、
而
恐
事
 
 

之
不
就
、
自
首
告
六
波
羅
云
々
、
因
玄
張
本
人
土
岐
十
郎
〔
不
知
実
名
〕
等
 
 

被
誅
了
、
（
中
略
）
 
 

B
後
聞
、
今
日
所
誅
土
岐
十
郎
五
郎
頼
有
、
田
地
味
某
国
長
二
人
云
々
、
 
兼
欺
頼
員
為
俊
幸
】
琴
云
々
 
 

C
後
日
或
語
云
、
土
岐
左
近
蔵
人
頼
員
、
去
十
六
日
俄
上
洛
、
向
斉
藤
某
俊
 
 

マ
マ
 
 
 

幸
宿
所
告
云
、
去
比
、
田
地
味
ゝ
ゝ
国
長
〔
個
肴
矧
矧
樹
凰
外
戚
之
親
族
云
 
 

々
〕
 
語
頼
員
日
、
（
中
略
）
 
武
家
聞
此
事
、
未
明
召
国
長
・
頼
有
等
之
処
不
 
 

参
、
両
三
度
遣
使
者
之
処
、
不
及
返
事
放
矢
云
々
、
仇
武
士
等
行
向
合
戦
、
 
 

遂
以
自
殺
云
々
 
 

と
あ
る
が
、
同
時
代
人
の
訂
正
を
重
く
見
て
、
左
近
蔵
人
は
頼
兼
が
正
し
く
、
こ
 
 

れ
を
『
尊
卑
』
 
の
頼
貞
子
の
頼
兼
に
当
て
、
一
方
の
伯
者
十
郎
は
『
尊
卑
』
に
は
 
 

見
え
な
い
が
、
頼
貞
子
の
頼
有
で
あ
る
と
し
た
（
誓
頼
有
の
想
定
は
土
岐
章
本
の
、
 
 

（
例
十
八
）
 
 

弥
十
郎
 
 

十
郎
 
 

頼
有
 」
．
頼
世
 
 

気
良
民
の
頼
数
に
も
 
「
蔵
人
・
左
近
将
監
」
 
と
 
「
土
岐
伯
者
十
郎
」
 
 

然
る
に
『
尊
卑
』
・
土
岐
系
図
甲
本
・
土
岐
章
氏
蔵
『
当
方
之
系
図
』
（
讐
は
、
土
岐
 
 

の
注
記
が
あ
 
 

や
、
『
太
平
記
』
一
部
写
本
に
正
に
合
致
す
る
。
 
 
 

し
か
し
筆
者
に
は
依
然
問
題
が
残
る
と
恩
は
れ
る
。
こ
の
時
の
首
謀
者
は
、
『
武
 
 

家
年
代
記
裏
書
』
 
「
正
中
元
年
条
」
 
に
 
「
土
岐
小
 
郎
田
志
美
二
郎
依
有
隠
謀
聞
、
 
 

於
京
都
被
誅
了
」
 
（
増
補
続
史
料
大
成
）
 
と
す
る
が
、
「
和
田
助
家
着
到
状
」
（
讐
に
、
 
 

依
土
岐
伯
者
十
郎
・
多
知
見
四
郎
二
郎
等
事
、
和
泉
国
御
家
人
和
田
修
理
亮
 
 

助
家
去
月
廿
二
日
令
馳
参
候
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
恐
憧
謹
言
 
 

元
亨
四
年
十
月
三
日
 
修
理
亮
助
家
 
 

進
上
 
御
奉
行
所
 
 

一
見
了
花
押
 
 

に
見
る
様
に
、
土
岐
伯
香
十
郎
・
田
地
味
の
二
名
で
、
『
花
園
院
京
記
』
 
B
・
C
 
 

か
ら
す
る
と
前
者
に
頼
有
が
相
当
す
る
如
く
だ
が
、
B
の
 
「
十
郎
五
郎
」
 
は
、
通
 
 

常
、
十
郎
の
五
男
を
指
す
呼
び
方
で
あ
り
、
十
郎
と
は
別
人
で
あ
る
。
従
っ
て
伝
 
 

聞
の
誤
り
が
介
在
し
て
ゐ
る
可
能
性
が
あ
り
、
『
花
園
院
展
記
』
 
の
記
事
を
そ
の
 
 

ま
ま
正
し
い
と
す
る
事
に
躊
躇
さ
れ
る
。
土
岐
草
本
も
本
稿
 
（
下
）
 
で
検
討
す
る
 
 

様
に
同
様
、
諸
説
を
総
合
し
、
編
集
し
た
系
図
と
思
は
れ
、
伯
者
十
郎
の
誇
が
頼
 
 

有
で
あ
る
と
断
言
出
来
な
い
だ
ら
う
。
 
 
 

ま
た
平
田
説
で
は
左
近
蔵
人
頼
兼
と
伯
者
十
郎
頼
有
は
兄
弟
と
な
る
が
、
『
花
 
 

園
院
展
記
』
・
『
太
平
記
』
 
の
事
件
の
記
載
に
は
、
そ
の
関
係
を
覗
は
せ
る
記
載
は
 
 

な
く
、
以
後
、
頼
貞
子
と
し
て
頼
兼
が
登
場
す
る
事
が
な
い
の
も
不
審
で
（
竿
 
平
 
 

田
説
の
頼
兼
比
定
は
、
『
尊
卑
』
 
の
信
憑
性
に
懸
か
る
訳
で
あ
る
。
 
 

十
郎
二
郎
 
 

頼
孝
 
左
兵
衛
歳
人
 
 
 

十
郎
太
郎
 
 

頼
古
 
頼
孝
．
頼
古
禁
享
卜
云
〝
 
 

兵
庫
頭
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次
に
シ
ウ
サ
イ
と
シ
ウ
セ
イ
の
関
係
も
問
題
で
あ
る
。
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
 
 

光
厳
院
に
狼
籍
を
働
き
、
土
岐
頼
遠
が
誅
さ
れ
る
が
、
『
太
平
記
』
で
は
、
 
 

其
弟
こ
周
済
房
ト
テ
有
ヲ
モ
既
こ
可
レ
被
レ
切
卜
評
定
有
ケ
ル
ガ
、
共
時
ノ
人
 
 

数
こ
テ
ハ
無
リ
ケ
ル
由
、
証
拠
分
明
也
ケ
レ
バ
、
死
刑
ノ
罪
ヲ
免
テ
、
臆
テ
 
 

本
国
へ
ゾ
下
リ
ケ
ル
、
夢
想
和
尚
ノ
武
家
こ
出
テ
、
サ
リ
ト
モ
ト
ロ
入
シ
給
 
 

シ
事
不
レ
叶
シ
ヲ
欺
ク
者
ヤ
仕
タ
リ
ケ
ン
、
狂
歌
ヲ
一
首
、
天
竜
寺
ノ
脇
壁
 
 

ノ
上
こ
ゾ
書
タ
リ
ケ
ル
 
 

イ
シ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
夢
想
こ
ク
ラ
ハ
レ
テ
周
済
計
ゾ
皿
こ
残
レ
ル
 
（
巻
二
 
 

十
三
 
「
土
岐
頼
遠
参
合
御
幸
致
狼
籍
事
」
）
垂
 
 

と
、
そ
の
弟
周
済
房
が
登
場
す
る
。
こ
の
人
物
は
落
首
の
趣
旨
「
酢
菜
」
 
と
の
音
 
 

の
近
似
か
ら
す
る
と
古
活
字
本
の
シ
ュ
サ
イ
、
或
は
端
的
に
米
沢
本
他
の
様
に
ス
 
 

サ
イ
と
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

同
人
は
後
に
も
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
 
正
月
五
日
の
四
条
畷
の
戦
闘
に
登
場
 
 

し
、
 
 
 

斯
ル
処
こ
土
岐
周
済
房
ノ
手
ノ
者
共
ハ
、
皆
打
散
サ
レ
、
我
身
モ
膝
口
切
レ
 
 

テ
血
こ
マ
ジ
リ
、
武
蔵
守
ノ
前
ヲ
引
テ
、
ス
ゲ
ナ
ウ
通
リ
ケ
ル
ヲ
、
師
直
吃
 
 

卜
見
テ
、
日
来
ノ
荒
言
こ
モ
不
レ
似
、
マ
サ
ナ
ウ
モ
見
へ
候
者
哉
卜
言
ヲ
懸
 
 

ラ
レ
テ
、
何
力
見
苦
候
ベ
キ
、
サ
ラ
バ
討
死
シ
テ
見
七
申
サ
ン
ト
テ
、
又
馬
 
 

ヲ
引
返
シ
敵
ノ
真
申
へ
蒐
入
テ
、
終
こ
討
死
シ
テ
ケ
リ
∴
巻
二
十
六
 
「
四
条
 
 

縄
手
合
戦
事
」
）
 
 

と
あ
り
、
楠
正
行
勢
と
戦
ひ
、
戦
死
し
た
と
す
る
。
 
 
 

し
か
し
天
正
本
系
統
の
 
『
太
平
記
』
は
こ
の
時
、
周
済
が
討
ち
死
に
し
た
と
は
 
 

せ
ず
、
別
に
巻
二
十
七
 
「
土
岐
。
周
靖
房
謀
叛
の
事
」
 
で
、
観
応
元
年
（
一
三
五
 
 

〇
）
 
の
事
と
し
、
 
 

同
じ
き
七
月
五
日
、
美
濃
国
よ
り
早
馬
打
っ
て
、
土
岐
兵
庫
頭
入
道
。
周
済
 
 
 

l
 
房
、
忽
ち
謀
叛
を
起
し
、
国
中
を
勃
略
す
（
巻
二
十
七
「
土
岐
周
靖
房
謀
叛
 
 

の
事
」
）
（
む
 
 

と
し
て
敗
北
、
斬
首
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の
謀
反
は
史
実
で
、
同
時
代
の
記
録
を
 
 

見
る
に
、
「
周
勢
」
 
（
後
掲
）
。
「
周
清
」
 
（
『
図
太
暦
』
八
月
十
八
日
条
。
『
祇
園
執
 
 

行
日
記
』
八
月
二
十
七
日
条
）
串
∴
「
周
靖
」
 
（
『
園
太
暦
』
同
二
十
八
日
条
）
・
「
周
 
 

請
」
（
撃
と
あ
り
、
字
音
よ
り
す
れ
ば
シ
ウ
セ
イ
が
適
は
し
い
。
『
建
武
三
年
以
来
記
』
 
 

同
年
八
月
二
十
八
日
条
（
哲
に
、
 
 

濃
州
凶
徒
土
岐
兵
庫
頭
入
道
、
同
舎
弟
昨
夜
於
河
原
被
誅
 
 

と
あ
り
、
『
祇
園
執
行
日
記
』
同
八
月
十
一
日
条
も
、
 
 

生
捕
大
将
周
勢
殿
 
〔
兵
庫
入
道
、
道
存
子
〕
 
乗
輿
 
 

と
、
同
人
が
兵
庫
入
道
を
称
し
た
と
解
さ
れ
る
事
か
ら
す
る
と
、
『
尊
卑
』
 
の
頼
 
 

明
が
相
当
す
る
垂
。
 
 
 

『
太
平
記
』
 
で
は
周
済
一
人
し
か
登
場
し
な
い
が
、
諸
本
で
そ
の
最
期
が
異
な
 
 

り
、
「
周
済
房
」
 
と
 
「
兵
庫
入
道
周
済
」
 
と
呼
称
が
一
致
し
な
い
事
に
な
る
。
然
 
 

る
に
『
尊
卑
』
 
（
。
土
岐
系
図
甲
本
。
浅
羽
本
。
徳
山
本
大
系
図
）
 
で
は
墨
俣
八
 
 

郎
・
兵
部
卿
律
師
周
雀
（
3
6
）
と
、
法
名
周
済
の
兵
庫
頭
頼
明
が
別
に
吊
ら
れ
る
事
か
 
 

ら
、
前
者
シ
ウ
サ
イ
、
後
者
シ
ウ
セ
イ
の
二
人
が
存
し
た
と
谷
口
氏
著
が
推
定
す
 
 

る
（
誓
谷
口
氏
の
解
釈
に
従
へ
ば
『
太
平
記
』
が
両
人
を
混
同
し
た
事
に
な
る
 
 

が
、
現
在
の
所
、
古
文
書
。
記
録
に
シ
ウ
サ
イ
が
確
認
出
来
な
い
。
 
 
 

他
に
も
伯
著
前
司
頼
貞
の
子
達
の
特
定
が
困
難
な
例
が
あ
る
。
『
太
平
記
』
は
 
 

建
武
三
年
七
月
、
宵
方
と
武
家
方
の
京
の
戦
闘
の
際
に
、
 
 

問
注
所
ノ
信
濃
入
道
々
大
ト
土
岐
伯
者
入
道
存
孝
卜
二
人
供
シ
テ
候
ケ
ル
ガ
、
 
 

存
考
傍
ヲ
吃
卜
見
テ
、
ア
ハ
レ
愚
息
こ
テ
候
悪
源
太
ヲ
上
ノ
手
へ
向
候
ハ
デ
、
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是
二
留
テ
候
ハ
ヾ
、
此
敵
ヲ
バ
糀
ク
追
払
ハ
セ
候
ハ
ン
ズ
ル
者
ヲ
ト
申
ケ
ル
 
 

処
こ
、
悪
源
太
ツ
ト
参
り
タ
リ
 
（
巻
十
七
 
「
隆
資
卿
自
八
幡
被
寄
事
」
）
 
 

と
、
頼
貞
子
の
 
「
悪
源
太
」
が
奮
戦
し
た
と
あ
る
。
史
実
で
は
六
月
三
十
日
の
合
 
 

戦
で
あ
る
が
（
苧
 
「
悪
源
太
」
 
は
仮
名
と
、
恐
ら
く
『
尊
卑
』
 
で
長
子
の
位
置
に
 
 

吊
ら
れ
る
事
か
ら
『
参
考
太
平
記
』
以
来
、
『
尊
卑
』
 
の
小
太
郎
頼
直
に
比
定
さ
 
 

れ
、
徳
山
本
大
系
図
に
は
「
悪
源
太
卜
云
カ
」
 
の
脇
書
が
あ
る
（
誓
一
方
、
そ
の
 
 

直
後
、
『
太
平
記
』
で
は
宵
方
と
し
て
北
陸
に
下
向
し
た
武
士
の
交
名
に
 
「
土
岐
 
 

出
羽
守
頼
直
」
 
（
巻
十
七
 
「
義
貞
北
国
落
事
」
）
 
が
あ
り
、
日
本
古
典
文
学
大
系
。
 
 

新
潮
日
本
古
典
集
成
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
で
は
小
太
郎
頼
直
と
同
一
人
と
 
 

さ
れ
る
が
、
少
な
く
共
一
族
の
別
人
と
せ
ね
ば
不
都
合
で
あ
る
。
谷
口
氏
著
は
康
 
 

永
年
間
に
穂
保
頼
直
（
亜
）
が
存
在
し
た
事
を
指
摘
す
る
が
（
聖
、
こ
れ
と
の
関
係
も
 
 

不
明
。
 
 

一
方
、
土
岐
出
羽
守
も
『
太
平
記
』
に
も
他
に
見
え
る
。
一
人
は
頼
貞
孫
の
出
 
 

羽
守
頼
雄
で
、
今
一
人
は
延
文
四
年
十
二
月
足
利
義
詮
の
吉
野
攻
撃
に
従
軍
し
た
 
 

土
岐
一
族
の
名
寄
せ
を
見
る
に
 
（
傍
線
は
『
尊
卑
』
に
確
認
出
来
る
人
物
）
、
 
 

門
光
政
∵
⑬
同
舟
木
兵
庫
助
。
⑭
同
明
智
下
野
入
道
・
⑮
同
戸
山
遠
江
守
 
 

【
光
明
∵
⑯
同
修
理
亮
矧
矧
。
⑰
同
出
羽
守
楓
榔
。
⑱
同
刑
部
少
輔
頼
近
。
 
 
 

⑩
同
飛
騨
伊
豆
入
道
（
巻
三
十
四
 
「
新
将
軍
南
方
進
発
事
」
、
【
】
は
毛
利
本
・
 
 
 

教
運
本
に
よ
る
補
入
。
《
》
は
毛
利
本
の
み
に
見
え
る
）
（
撃
 
 

と
、
⑰
に
 
「
同
（
戸
山
）
出
羽
守
頼
世
」
と
あ
る
人
物
で
あ
る
。
①
～
⑭
、
⑩
は
 
 

伊
賀
守
・
⑦
同
小
里
兵
庫
助
・
⑧
同
猿
子
右
京
亮
。
⑨
（
厚
東
駿
河
守
）
《
定
 
 

経
》
・
⑲
同
蜂
屋
近
江
守
【
頼
清
∵
⑪
同
左
馬
助
義
行
・
⑫
同
今
峯
駿
河
守
 
 

凰
【
頼
雄
】
 
 

①
土
岐
大
勝
大
夫
入
道
善
忠
。
②
舎
弟
美
濃
入
道
【
頼
忠
∵
③
同
出
羽
入
 
 
 

。
④
同
宮
内
少
輔
【
直
氏
∵
⑤
同
小
字
津
美
濃
守
。
⑥
同
高
山
 
 史

料
に
確
認
出
来
る
が
（
竿
⑯
～
⑱
が
覚
束
な
く
、
こ
れ
を
持
た
な
い
伝
本
が
あ
 
 

る
が
〈
竿
 
『
参
考
太
平
記
』
は
 
「
按
頼
世
初
名
頼
忠
、
頼
清
子
、
頼
康
弟
也
」
 
と
 
 

夕
ヽ
 
 

し
、
武
田
本
が
先
の
北
国
落
ち
し
た
人
物
の
誇
を
 
「
頼
直
」
 
と
訓
ず
る
事
と
符
合
 
 

す
る
。
し
か
し
『
参
考
太
平
記
』
 
の
人
物
は
同
名
寄
せ
の
②
が
そ
の
頼
忠
に
相
当
 
 

す
る
か
ら
、
こ
れ
も
不
都
合
で
結
局
史
料
に
確
認
出
来
な
い
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
 
 

〈
響
。
ま
た
一
部
『
太
平
記
』
伝
本
は
、
前
掲
の
左
近
蔵
人
の
誇
を
頼
直
と
し
て
ゐ
 
 

た
か
ら
、
相
当
混
乱
が
あ
る
。
 
 
 

更
に
こ
の
金
崎
落
城
の
際
、
脱
出
し
た
官
方
武
士
に
『
太
平
記
』
諸
本
、
「
土
 
 

岐
阿
波
守
」
が
登
場
す
る
。
金
勝
院
本
に
は
韓
を
 
「
頼
勝
」
 
（
神
田
本
は
「
々
々
」
）
 
 

と
し
、
『
参
考
太
平
記
』
に
は
 
「
頼
直
・
頼
勝
共
赴
越
前
欺
」
 
と
し
て
、
京
大
本
 
 

の
交
名
に
は
事
実
、
「
と
き
で
は
の
か
み
よ
り
な
を
。
同
あ
は
の
か
み
」
 
と
両
人
 
 

を
挙
げ
る
が
、
『
尊
卑
』
に
は
見
え
な
い
。
日
本
古
典
文
学
大
系
は
土
岐
蜂
屋
氏
 
 

の
安
房
守
頼
員
に
比
定
す
る
が
、
音
は
共
通
す
る
が
国
が
一
致
し
な
い
の
が
問
題
 
 

で
あ
ら
う
。
 
 

（
例
十
九
）
 
『
尊
卑
』
 
 

『
太
平
記
』
 
の
信
憑
性
に
問
題
が
あ
り
、
諸
本
で
異
な
る
詩
、
呼
称
の
一
致
を
 
 
 

蜂
屋
修
理
大
夫
 
 

光
経
 
 
 

久
尻
四
郎
 
 

人
人
 
 
 

蜂
屋
近
江
守
 
 

貞
秀
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以
て
、
異
同
の
あ
る
系
図
の
人
物
に
比
定
す
る
事
が
困
難
な
の
で
あ
る
が
、
イ
、
 
 

伯
者
十
郎
と
左
近
蔵
人
の
特
定
、
ロ
、
周
雀
と
周
済
の
関
係
、
ハ
、
土
岐
悪
源
太
 
 

（
及
び
出
羽
守
頼
直
。
阿
波
守
）
 
の
特
定
に
つ
い
て
『
渋
川
』
他
の
中
世
系
図
が
 
 

そ
の
解
決
に
役
立
つ
か
、
残
存
す
る
古
記
録
・
古
文
書
を
参
照
し
て
検
討
し
よ
う
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
「
『
渋
川
系
図
』
 
の
成
立
と
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
 
（
上
）
」
 
（
『
山
形
県
立
 
 

米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
三
十
七
、
平
成
二
十
二
年
三
 
 

月
）
。
「
同
（
下
）
」
 
（
『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
 
 

告
』
三
十
八
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
。
以
下
前
稿
 
（
上
）
。
（
下
）
 
と
略
。
 
 

（
2
）
 
『
群
馬
県
史
 
資
料
編
五
 
中
世
一
』
所
収
。
 
 

（
3
）
義
鏡
の
事
跡
は
『
神
奈
川
県
史
 
通
史
編
一
原
始
・
苗
代
・
中
世
』
第
 
 

三
編
第
三
章
四
 
「
堀
越
公
方
の
下
向
」
 
に
詳
し
い
。
 
 

（
4
）
 
名
著
出
版
の
翻
刻
に
よ
る
。
 
 

（
5
）
 
『
九
条
家
文
書
』
。
『
田
中
文
書
』
 
「
室
町
幕
府
引
付
頭
人
奉
書
」
 
（
応
安
六
 
 

年
十
二
月
、
『
南
北
朝
遺
文
 
中
国
・
四
国
編
』
四
〇
二
二
、
四
〇
二
三
）
 
 

（
6
）
 
『
熊
谷
家
文
書
』
一
〇
三
 
「
渋
川
満
頼
施
行
状
」
 
（
応
永
七
年
正
月
、
『
大
 
 

日
本
古
文
書
』
）
 
に
 
「
右
兵
衛
佐
」
、
『
蛤
川
家
文
書
』
三
 
「
筑
前
底
井
野
郷
文
書
 
 

案
」
 
（
二
）
 
「
道
詮
御
教
書
案
」
 
（
応
永
三
十
二
年
七
月
、
『
大
日
本
古
文
書
』
）
 
に
 
 

「
右
兵
衛
佐
入
道
」
 
と
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
『
蛤
川
家
文
書
』
三
〇
 
「
（
文
安
年
中
）
幕
府
番
帳
案
」
 
の
 
「
諸
大
名
御
相
 
 

伴
衆
」
に
、
「
斯
波
右
兵
衛
佐
」
 
と
あ
る
。
『
執
事
補
任
次
第
』
 
「
義
廉
」
条
（
続
 
 

井
渋
川
武
衛
 
 

群
書
類
従
）
 
「
実
（
芥
）
 
川
左
兵
衛
佐
義
鏡
息
」
 
（
秋
田
県
立
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
 
 

〔
宗
家
〕
 
蔵
『
清
音
寺
佐
竹
井
諸
家
系
図
』
所
収
に
は
 
（
）
 
を
正
し
く
 
「
渋
」
 
と
 
 

す
る
）
 
に
は
左
兵
衛
佐
。
 
 

（
8
）
 
『
塵
荊
紗
』
 
八
 
「
源
家
之
事
」
 
に
 
「
寛
正
二
年
辛
巳
、
公
撰
仁
こ
当
り
、
 
 

渋
河
二
郎
義
廉
ヲ
此
家
ノ
家
督
こ
移
シ
。
菅
領
職
こ
任
ジ
、
左
衛
佐
二
叙
セ
ラ
 
 

ル
」
 
（
古
典
文
庫
）
 
と
あ
る
。
義
俊
の
仮
名
が
同
じ
く
 
「
二
郎
」
 
で
あ
る
事
か
ら
 
 

し
て
、
同
系
統
の
家
督
の
通
称
の
可
能
性
が
あ
る
。
 
 

（
9
）
在
京
の
渋
川
氏
に
は
、
別
系
と
思
は
れ
る
 
「
渋
川
式
部
大
輔
直
保
」
 
（
『
宝
 
 

筐
院
殿
任
大
臣
節
会
次
第
』
延
文
三
年
十
二
月
八
日
条
、
続
群
書
類
従
）
が
確
認
 
 

出
来
る
。
 
 

（
1
0
）
 
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
 
乙
五
 
「
板
倉
」
 
も
義
鏡
子
の
義
勇
よ
り
出
る
と
す
 
 

る
。
し
か
し
義
行
の
家
臣
に
 
「
板
倉
三
河
入
道
」
 
（
『
東
寺
百
合
文
書
ヒ
函
』
 
「
渋
 
 

川
道
祐
〔
義
行
〕
連
行
状
」
 
〔
応
安
六
年
六
月
、
『
南
北
朝
遺
文
 
中
国
・
四
国
編
』
 
 

三
九
七
九
〕
）
・
満
頼
の
家
臣
に
 
「
板
倉
兵
庫
允
入
道
・
同
蔵
人
入
道
」
 
（
『
九
条
家
 
 

文
書
』
 
「
室
町
幕
府
奉
書
」
 
〔
永
和
四
年
九
月
、
『
南
北
朝
遺
文
 
中
国
・
四
国
編
』
 
 

四
四
四
七
〕
）
、
板
倉
美
濃
守
（
法
名
宗
寿
）
が
ゐ
た
 
（
『
宗
像
神
社
文
書
』
 
「
板
倉
 
 

宗
寿
施
行
状
」
 
〔
応
永
十
七
年
七
月
、
『
大
日
本
史
料
』
七
ノ
十
三
、
同
十
日
条
〕
・
 
 

『
太
宗
恭
定
大
王
実
録
』
太
宗
十
七
年
正
月
条
「
日
本
濃
州
太
守
平
宗
寿
」
 
〔
『
中
 
 

国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
集
成
 
李
朝
実
録
之
部
（
一
）
』
〕
）
。
義
俊
 
 

の
家
臣
に
 
「
板
倉
民
部
少
輔
」
 
（
『
醍
醐
寺
文
書
』
九
六
 
「
渋
川
義
俊
施
行
状
」
 
〔
応
 
 

永
三
十
一
年
五
月
、
『
大
日
本
古
文
書
』
〕
）
、
満
直
の
家
臣
に
 
「
自
九
州
探
題
方
、
 
 

使
節
板
倉
上
総
参
洛
」
 
（
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
二
年
十
一
月
七
日
条
）
、
義
鏡
の
 
 

家
臣
に
板
倉
大
和
前
司
頼
資
が
見
え
る
 
（
『
黄
梅
院
文
書
』
・
『
西
来
庵
文
書
』
 
「
板
 
 

倉
頼
資
禁
制
」
 
〔
長
禄
二
年
八
月
、
『
改
訂
新
編
相
州
古
文
書
』
〕
）
。
義
廉
の
家
人
 
 

に
 
「
板
倉
大
和
」
 
（
『
醍
醐
寺
文
書
』
七
八
三
 
「
僧
光
玖
書
状
」
、
〔
応
仁
二
カ
〕
 
三
 
 

月
）
 
「
彼
打
手
 
〔
号
小
原
〕
 
渋
河
内
板
倉
扶
持
人
也
」
 
（
『
長
興
宿
祢
記
』
文
明
十
 
 

一
年
五
月
二
十
三
日
条
〔
史
料
纂
集
〕
、
『
晴
富
宿
祢
記
』
同
日
条
で
は
、
「
小
原
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子
息
者
前
官
嶺
 
〔
斯
波
義
廉
内
板
倉
被
管
也
〕
」
 
と
あ
り
 
（
図
書
寮
叢
刊
）
、
『
文
 
 

正
記
』
に
も
 
「
板
倉
以
下
郎
従
」
 
と
見
え
る
 
（
群
書
類
従
）
。
 
 

（
1
1
）
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
謄
写
本
に
よ
る
。
浅
羽
本
一
の
 
「
足
利
土
岐
系
図
」
 
 

は
清
和
源
氏
系
図
で
、
そ
の
土
岐
系
図
部
は
土
岐
系
図
甲
。
丙
本
に
近
似
点
は
あ
 
 

る
が
、
完
全
に
一
致
し
な
い
。
 
 

（
1
2
）
 
『
寛
政
重
修
家
譜
』
巻
二
八
三
に
依
れ
ば
寛
永
十
三
年
出
仕
の
頼
成
に
相
 
 

当
す
る
か
 
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
。
 
 

（
1
3
）
 
東
大
史
料
編
纂
所
謄
写
本
に
よ
る
。
徳
山
ひ
さ
氏
蔵
の
系
図
に
は
、
他
に
 
 

『
土
岐
家
伝
系
図
』
と
『
土
岐
家
伝
系
図
別
本
』
が
あ
る
為
、
本
系
図
を
徳
山
本
 
 

大
系
図
と
略
。
 
 

（
1
4
）
 
『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
十
（
平
 
 

成
二
十
五
年
三
月
）
 
掲
載
予
定
。
 
 

（
1
5
）
 
続
群
書
類
従
完
成
会
の
翻
刻
に
よ
る
。
 
 

（
1
6
）
 
北
酒
出
本
は
秋
田
県
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
 
（
宗
家
）
 
蔵
。
『
古
系
図
集
』
 
 

は
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
、
『
帝
皇
系
図
』
は
前
田
尊
経
閣
蔵
。
 
 

（
1
7
）
 
明
智
次
郎
頼
兼
は
、
「
足
利
土
岐
系
図
」
 
で
は
頼
清
子
に
 
「
頼
兼
、
二
郎
 
 

下
野
守
」
、
土
岐
系
図
丙
本
で
は
同
じ
く
 
「
明
智
二
郎
、
号
下
野
入
道
」
、
『
美
濃
 
 

明
細
記
』
所
収
「
土
岐
系
」
 
で
は
頼
康
の
子
に
 
「
頼
兼
、
明
知
下
野
守
、
号
下
野
 
 

入
道
」
 
と
す
る
が
、
『
尊
卑
』
・
土
岐
系
図
甲
本
・
土
岐
章
本
・
徳
山
本
大
系
図
・
 
 

『
明
智
系
図
』
 
（
続
群
書
類
従
）
 
に
見
え
な
い
。
こ
れ
は
 
『
太
平
記
』
巻
二
十
七
 
 

「
御
所
国
事
」
に
「
土
岐
刑
部
大
輔
頼
康
・
閻
矧
智
 

（
慶
長
古
活
字
本
、
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
梵
舜
本
・
天
正
本
・
教
運
本
 
 

同
。
傍
線
部
を
神
宮
徴
古
館
本
・
中
京
大
本
が
 
「
同
遠
山
」
 
と
す
る
。
米
沢
本
は
 
 

明
智
頼
兼
の
み
無
し
）
 
に
よ
る
も
の
だ
ら
う
。
頼
基
の
高
松
討
死
は
、
『
太
平
記
』
 
 

巻
十
四
 
「
諸
国
朝
敵
蜂
起
事
」
 
の
高
松
頼
重
を
舟
木
頼
重
に
誤
る
事
に
起
因
す
る
 
 

（
谷
口
研
語
氏
『
美
濃
。
土
岐
一
族
』
 
「
土
岐
氏
の
一
族
庶
流
 
（
高
松
）
」
 
（
平
成
 
 

九
年
）
。
以
下
の
古
記
録
・
古
文
書
中
の
土
岐
一
族
の
所
在
は
、
同
氏
の
博
捜
に
 
 

依
る
所
が
多
い
。
以
下
谷
口
氏
著
と
略
。
 
 

（
1
8
）
 
『
土
岐
文
書
』
 
「
関
東
下
知
状
」
 
（
『
岐
阜
県
史
 
史
料
編
 
古
代
・
中
世
 
 

四
』
）
。
『
東
鏡
』
建
長
二
年
三
月
一
目
条
・
『
秋
山
菩
十
所
蔵
文
書
』
 
「
関
東
下
知
 
 

状
」
 
（
元
亨
元
年
六
月
、
『
鎌
倉
遺
文
』
 
二
七
八
一
〇
）
 
 

（
1
9
）
 
『
土
岐
文
書
』
 
「
足
利
直
義
下
文
」
 
に
、
頼
貞
の
甥
に
あ
た
る
 
「
土
岐
太
 
 

郎
三
郎
光
貿
」
 
が
見
え
る
が
、
『
尊
卑
』
 
で
頼
貞
兄
の
 
「
隠
岐
太
郎
国
時
」
 
の
子
 
 

と
し
て
吊
ら
れ
る
 
「
隠
岐
太
郎
三
郎
国
方
」
 
に
一
致
し
、
『
建
武
記
』
所
収
 
「
武
 
 

者
所
結
番
定
文
写
」
 
延
元
元
年
五
月
に
見
え
る
土
岐
三
川
確
守
国
行
も
『
尊
卑
』
 
 

の
 
「
三
河
守
国
行
」
 
に
一
致
す
る
 
（
『
南
北
朝
遺
文
 
関
東
編
』
 
四
四
三
）
。
 
 

（
2
0
）
 
神
田
本
は
汲
古
書
院
、
玄
玖
本
は
勉
誠
社
、
梵
舜
本
は
古
典
文
庫
、
教
運
 
 

本
 
（
義
輝
本
）
 
は
勉
誠
社
、
竜
谷
大
本
は
恩
文
閣
、
京
大
本
は
勉
誠
社
の
影
印
。
 
 

西
源
院
本
は
刀
江
書
院
、
神
宮
徴
古
館
本
は
和
泉
書
院
、
竹
中
本
は
未
刊
国
文
資
 
 

料
、
天
正
本
は
小
学
館
の
翻
刻
。
神
宮
文
庫
本
。
筑
波
大
学
本
・
宝
徳
本
。
南
都
 
 

本
。
今
川
本
・
学
習
院
本
。
野
尻
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
又
は
マ
 
 

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
松
井
本
は
雄
松
堂
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
嶋
津
本
は
東
大
 
 

史
料
編
纂
所
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
吉
川
本
は
同
所
蔵
の
謄
写
本
 
（
巻
一
の
 
 

み
）
、
武
田
本
と
益
田
本
は
国
学
院
大
挙
図
書
館
網
真
の
電
子
図
書
館
の
写
真
に
 
 

よ
る
。
諸
本
の
分
類
は
長
坂
成
行
氏
『
伝
存
太
平
記
写
本
総
覧
』
 
（
平
成
二
十
年
）
 
 

に
よ
る
。
猶
、
『
参
考
太
平
記
』
 
（
統
群
書
類
従
完
成
会
）
 
の
金
勝
院
本
で
は
伯
者
 
 

十
郎
を
頼
時
、
左
近
蔵
人
を
頼
直
と
す
る
と
あ
る
。
『
大
乗
院
日
記
目
録
』
一
の
 
 

（
正
中
元
年
）
 
九
月
十
六
日
条
も
 
「
土
岐
左
近
蔵
人
頼
直
」
 
と
す
る
 
（
増
補
続
史
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料
大
成
）
。
 
 

（
2
1
）
 
更
に
武
田
本
は
 
「
田
治
見
四
郎
二
郎
頼
貞
」
 
と
す
る
。
ま
た
、
米
沢
本
。
 
 

学
習
院
大
本
で
は
頼
有
に
 
「
土
岐
ノ
伯
看
守
頼
貞
力
長
男
」
 
と
す
る
。
 
 

（
2
2
）
 
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
浄
妙
寺
本
 
（
謄
写
本
）
。
永
禄
七
年
写
本
に
よ
る
。
 
 

彰
考
館
本
同
 
（
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
）
。
『
神
明
鏡
』
は
『
太
平
記
』
 
 

の
南
都
本
系
の
本
文
を
引
用
す
る
事
が
、
鈴
木
登
美
恵
氏
「
太
平
記
成
立
年
代
の
 
 

考
察
－
神
明
鏡
の
検
討
か
ら
」
 
（
『
中
世
文
学
』
 
二
十
一
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
）
 
 

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
『
太
平
記
抜
書
』
 
（
違
左
文
庫
本
。
島
原
本
、
国
 
 

文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
 
は
西
源
院
本
に
同
じ
。
 
 

（
2
3
）
 
和
泉
書
院
の
 
『
校
本
保
暦
間
記
』
 
の
影
印
に
よ
る
。
 
 

（
2
4
）
 
『
村
庵
小
稿
』
 
「
土
岐
伯
州
源
頼
貞
公
画
賛
井
序
」
 
（
続
群
書
類
従
）
去
常
 
 

楽
記
』
 
（
群
書
類
従
）
 
 

（
2
5
）
 
【
】
 
は
土
岐
系
図
甲
本
よ
り
補
な
つ
た
が
、
『
尊
卑
』
は
頼
清
子
と
す
る
。
 
 

《
》
は
前
田
本
『
尊
卑
』
に
見
え
る
。
 
 

（
2
6
）
 
『
龍
ヶ
崎
市
史
 
中
世
史
料
編
』
所
収
。
猶
、
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
 
 

本
を
参
照
し
、
「
人
々
」
 
は
 
「
々
々
」
 
に
改
め
た
。
以
下
土
岐
章
本
と
略
。
 
 

（
2
7
）
 
「
土
岐
頼
兼
と
正
中
の
変
」
 
（
『
日
本
歴
史
』
四
三
二
、
昭
和
五
十
九
年
五
 
 

月
）
 
 （
2
8
）
続
群
書
類
従
『
和
田
系
図
』
所
収
。
 
 

（
2
9
）
 
『
長
禅
寺
文
書
』
 
「
鷲
見
忠
保
軍
忠
状
写
」
 
（
建
武
三
年
六
月
）
 
（
『
岐
阜
県
 
 

史
 
史
料
編
 
古
代
・
中
世
一
』
）
に
「
馳
参
洲
俣
、
土
岐
左
近
蔵
人
殿
属
御
手
」
 
 

と
あ
る
が
、
同
一
人
か
不
明
 
（
『
尊
卑
』
 
で
は
頼
遠
に
も
 
「
蔵
人
」
 
「
左
近
将
監
」
 
 

の
官
途
あ
り
）
。
 
 

セ
イ
 
 

（
3
0
）
 
毛
利
本
が
 
「
周
済
房
」
 
（
巻
二
十
三
、
更
に
来
で
 
「
サ
イ
」
 
の
振
仮
名
）
 
 

と
す
る
以
外
、
諸
本
 
「
周
済
房
」
 
（
京
大
本
 
「
し
ゆ
さ
い
は
う
」
）
 
と
し
、
米
沢
 
 

本
。
益
田
本
は
 
「
ス
サ
イ
」
、
中
京
大
本
は
 
「
シ
ウ
サ
イ
」
 
の
振
仮
名
。
西
源
院
 
 

本
。
武
田
本
は
 
「
周
」
 
に
 
「
ス
」
 
の
捨
仮
名
。
 
 

（
3
1
）
 
教
運
本
I
d
 
「
周
済
房
」
。
e
同
、
梵
舜
本
・
野
尻
本
－
d
。
e
同
。
 
 

（
3
2
）
 
『
園
太
暦
』
は
続
群
書
類
従
完
成
会
の
翻
刻
、
『
祇
園
執
行
日
記
』
は
続
辞
 
 

書
類
従
に
よ
る
。
 
 

（
3
3
）
 
『
後
藤
衛
藤
系
伝
』
所
収
「
赤
松
則
祐
論
文
」
 
（
『
大
日
本
史
料
』
六
之
十
 
 

三
、
観
応
元
年
七
月
二
十
八
日
条
）
。
 
 

（
3
4
）
東
大
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
に
よ
る
。
 
 

（
3
5
）
 
「
道
存
」
 
は
頼
貞
法
名
 
「
存
考
」
 
の
誤
り
か
。
頼
明
は
『
阿
部
敏
雄
氏
所
 
 

蔵
文
書
』
 
「
土
岐
頼
明
書
状
」
 
の
 
「
兵
庫
頭
頼
□
」
が
該
当
す
る
か
 
（
『
岐
阜
県
史
 
 
 

史
料
編
 
古
代
・
中
世
一
』
）
。
 
 

（
3
6
）
 
徳
山
本
大
系
図
で
は
周
雀
に
 
「
土
岐
五
郎
 
孫
十
郎
 
又
墨
俣
八
郎
、
出
 
 

家
之
後
考
兵
部
卿
律
師
、
俗
名
頼
連
」
 
と
し
、
土
岐
系
図
丙
本
は
頼
明
と
道
謙
を
、
 
 

「
足
利
土
岐
系
図
」
 
で
は
頼
明
と
道
謙
と
周
済
を
同
一
人
と
し
、
比
定
に
混
乱
が
 
 

あ
る
。
『
熊
谷
家
文
書
』
 
二
二
三
 
「
源
家
満
軍
忠
状
」
 
（
建
武
元
年
十
二
月
、
大
日
 
 

本
古
文
書
）
 
に
 
「
美
濃
国
鵜
飼
庄
一
方
地
頭
太
郎
三
郎
家
満
申
、
依
謀
叛
人
蜂
起
 
 

事
、
去
十
八
日
、
土
岐
伯
者
入
道
代
官
神
戸
五
郎
入
道
共
令
内
談
、
（
中
略
）
 
同
 
 

日
戊
時
、
土
岐
伯
者
八
郎
相
共
渡
阿
志
賀
河
之
先
陣
」
 
と
あ
り
、
頼
貞
子
の
八
郎
 
 

の
実
在
は
確
か
だ
が
、
同
人
の
諌
は
不
明
。
 
 

（
3
7
）
 
「
土
岐
氏
の
一
族
庶
流
（
墨
俣
）
」
。
 
 

（
3
8
）
 
『
大
日
本
史
料
』
六
之
三
、
延
元
元
年
六
月
三
十
日
条
参
照
。
 
 

（
3
9
）
 
浅
羽
本
は
頼
純
に
 
「
悪
源
太
三
河
守
」
 
と
す
る
。
但
し
こ
れ
は
 
「
三
河
守
 
 

悪
五
郎
」
と
あ
る
康
貞
（
『
渋
川
』
。
土
岐
系
図
甲
・
丙
本
∴
足
利
土
岐
系
図
」
・
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土
岐
草
本
）
 
と
の
混
同
が
あ
る
か
。
 
 

（
4
0
）
 
『
大
徳
寺
文
書
』
 
二
三
〇
六
 
「
栄
光
上
皇
院
宣
」
 
（
大
日
本
古
文
書
）
。
 
 

（
4
1
）
 
「
土
岐
氏
の
一
族
庶
流
 
（
穂
保
）
」
 
 

（
望
⑤
は
竹
中
本
－
「
郡
声
」
、
西
源
院
本
－
「
籠
守
澤
」
、
⑦
は
南
都
本
・
筑
 
 

ヲ
リ
（
ノ
）
 
 

波
大
本
で
は
 
「
兵
庫
助
」
 
の
前
に
 
「
小
里
能
登
入
道
」
が
入
る
。
⑨
は
諸
本
「
原
 
 

駿
河
守
」
、
⑲
は
玄
玖
本
・
松
井
本
・
嶋
津
本
。
神
宮
徴
古
館
本
I
「
遠
江
守
」
 
 

と
し
、
筑
波
大
本
二
見
大
本
は
続
け
て
 
「
同
右
京
の
す
け
」
 
が
入
る
。
『
参
考
太
 
 

平
記
』
は
頼
清
の
比
定
を
誤
り
と
し
、
貞
秀
に
宛
て
る
。
⑯
は
竹
中
本
。
中
京
大
 
 

ユ
キ
 
 

本
同
じ
。
神
田
本
「
頼
子
」
、
毛
利
本
・
学
習
院
大
本
。
野
尻
本
－
「
頼
千
」
、
西
 
 

ヲ
 
源
院
本
－
「
頼
雄
」
、
米
沢
本
－
「
頼
秀
」
、
⑰
米
沢
本
－
「
頼
房
」
、
⑱
は
神
田
 
 

本
・
米
沢
本
・
教
運
本
・
毛
利
本
・
神
宮
文
庫
本
。
野
尻
本
－
「
越
」
 
（
毛
利
本
 
 

「
ノ
リ
」
 
の
振
仮
名
）
、
今
川
本
－
「
無
人
」
、
金
勝
院
本
－
「
頼
中
」
 
 

（
4
3
）
⑥
の
高
山
伊
賀
守
の
実
在
は
、
『
海
蔵
院
文
書
』
「
後
光
厳
天
皇
輪
旨
」
 
（
文
 
 

和
二
年
九
月
、
『
愛
知
県
史
 
資
料
編
八
』
）
 
「
尾
張
国
少
弓
庄
、
土
岐
高
山
伊
賀
 
 

守
濫
妨
事
」
 
に
見
え
、
舟
木
兵
庫
助
は
『
宝
筐
院
殿
任
大
臣
節
会
次
第
』
延
文
三
 
 

年
（
一
三
五
八
）
十
二
月
八
日
条
に
 
「
舟
木
兵
庫
頭
」
 
と
あ
る
人
物
か
。
⑩
は
 
 

『
若
王
子
文
書
』
 
「
足
利
義
詮
御
教
書
」
 
（
観
応
三
年
七
月
、
『
愛
知
県
史
 
資
料
 
 

編
八
』
）
 
に
尾
張
門
真
庄
の
押
妨
を
冬
め
ら
れ
た
「
飛
騨
伊
豆
守
」
。
『
同
』
 
「
管
領
 
 

斯
波
義
将
奉
書
」
 
に
 
「
土
岐
肥
田
入
道
跡
」
 
（
嘉
慶
二
年
三
月
、
『
同
前
九
』
）
が
 
 

を
り
、
『
渋
川
』
 
の
光
直
が
相
当
す
る
。
 
 

（
亜
）
天
正
本
は
⑯
～
⑬
な
し
。
玄
玖
本
・
神
宮
徴
古
館
本
諌
な
し
。
 
 

（
4
5
）
徳
山
本
大
系
図
は
頼
貞
子
の
頼
仲
に
出
羽
守
の
官
途
が
あ
つ
た
と
す
る
。
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